
発行

昭和32年8月1日

第38号
自制松浦印刷所 巾

発行所

福井県大野市役所
編集人

大野市役所総務課
広丿i併

7’話氏表大野900后｀

悲
ぶ
参
篭
万
万
磁
砺

完
成
し
た
中
据
水
路

中
利
水
路
は
ら
延
長
ニ
ド
［
十
二
米
あ
ま
つ
て

刊
川
田
は
七
十
町
岑
に
及
ん
で
ト
ま
す
。
こ

の
水
防
は
判
嶮
マ
「
水
ジ
ベ
し
く
、
ゾ
ズ
ま

で
か
ん
が
ト
打
水
が
十
分
で
ｙ
ふ
ミ
曼
ぐ
で

ミ
だ
。
そ
こ
で
回
」
係
農
民
の
問
で
は
、
か
ね

て
こ
の
川
水
の
早
期
改
修
工
小
か
・
」
市
に
要
望

し
て
い
玄
し
た
が
、
昭
印
一
二
十
年
十
一
月
ト
に

目
か
ら
二
ヵ
年
の
継
続
事
業
と

1
て
、
総
工
費
二
百
三
十
六
万

円
で
延
長
・
今
目
二
十
一
米
、
幅
一
犬
六
十
糎

の
改
修
工
小
を
行
い
こ
の
程
完
成
し
支
し
E
≒

平
札
で
y
後
、
地
係
農
民
函
帽
究
と
努
力
に

よ
っ
て
群
地
う
高
暖
刊
『
と
、
乱
わ
せ
て
農

業
経
営
函
躍
進
的
な
発
展
か
同
待
さ
れ
る
ま
わ

け
で
あ
り
ま
す
。

市
制
い
ら
い
の
延
長

水
路
は
一
万
五
千
米

中
づ
水
路
こ
、
づ
皿
二
水
と
大
寸

川
ま
″
卜
白
I
乱
を
上
ぎ
で
瑕

・
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札
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所
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乃
心
に
並
行
し
て

中
指
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至
る
水
路
で
、
’
石
か
ん
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水
づ
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言
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が
、
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飛
ま
で

か
二
ご
よ
・
’
‐
や
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寸
分
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ぎ
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ご
フ
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一
子
五
百
四
十
石
と
い
わ
れ
て
ト

書
し
た
ぴ
、
こ
ご
水
路
の
完
成
に

よ
っ
て
一
千
六
｛
川
十
ド
の
吸
塵

づ
で
号
ろ
と
、
・
”
”
＾
i
f
i
－
－
”
↓
・
紡
い
ｙ
か

得
ら
れ
ろ
こ
と
に
な
り
玄
し
た
。

　

農
業
経
o
‥
の
北
歩
や
面
に
っ
れ

て
八
業
水
側
は
ま
す
充
す
坦
々
な

役
几
を
址
し
て
き
て
い
ま
す
。
付

石
は
水
一
一
に
ハ
裏
白
｛
前
作
ま
尨
は

ニ
ミ
ド
‥
、
三
毛
白
な
ピ
と
乱
塵
な

ヤ
地
心
バ
ノ
に
に
ょ
っ
て
西
吊
俎

頃
べ
っ
討
今
回
が
な
こ
れ
る
よ
八
。

に
か
っ
て
き
ま
し
た
。
し
た
が
っ

て
盤
唯
大
八
十
分
な
削
‥
収
勺
図
ろ

た
め
に
ば
、
必
礎
な
と
き
に
必
要

な
水
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
状
態
に

お
く
こ
と
が
農
業
羅
賞
上
も
っ
と

毛
大
：
v
1
な
貳
七
ま
原
則
で
あ
り
支
す

こ
函
た
め
に
市
制
ト
ら
い
、
か
五

加
い
排
水
路
几
回
匹
、
べ
八
に
主

力
勺
置
き
、
い
っ
も
市
う
爪
点
地

策
の
中
に
取
り
い
れ
て
竹
べ
改

自
バ
エ
小
p
に
こ
一
た
っ
て
々
・
ま
し
た
。

　

円
に
≒
つ
て
か
ら
子
こ
’
～
ま
三

月
ま
て
に
三
千
ま
已
十
七
万
円
二
市

費
で
T
り
五
千
五
酉
四
十
五
犬
ゐ

晨
川
水
路
が
で
き
あ
か
り
ま
1
こ
に

こ
れ
は
に
園
都
市
大
野
二
ふ
皿
厄
介

展
引
象
弓
イ
こ
こ
い
犬
支
し
よ
・
’
‐
。

（増収を約する中据新用水中据地籍）

俗塵をさけて
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にっとうい陽に乱よ、
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郷
土
の
発
展
に
貢
献
の
あ
っ
た

二
団
体
と
七
名
を
表
彰

巾
の
誕
生
勺
栄
福
す
る
と
と
七
に

初
代
の
亀
山
城
主
、
牝
轟
長
近
匹

の
置
酒
を
し
の
ん
で
ぃ
包
ｙ
す
ろ
長

近
三
祭
は
、
べ
月
ニ
ト
八
日
か
ら

七
月
三
日
ま
で
の
間
、
全
市
を
ご

げ
て
惑
人
に
い
で
べ
ろ
ゾ
ら
元
ま
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＼
＿
う
い
お
昂
の
パ
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言
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ま
し
‘
い

ろ
L
‐
一
日
い
後
1
。
時
か
ら
・
大
野

・
二
民
パ
に
お
ト
て
市
制
祝
貿
ま
式
が

行
わ
れ
方
し
た
が
、
こ
［
会
場
で
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書
い
叶
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付
開
始

西
ま
ｔ
。
川
言
｛
毒
≒
牟
‥
四
～
一
‘
「
。
、
付
に

じ
川
こ
卜
六
‥
‥
‥
か
ら
・
ぺ
‥
‥
‥
。
ま
。
ト
ベ

‐
ま
ベ
ニ
ぶ
几
説
4
糾
で
ぐ
う
。

黄
色
い
羽
根
募
金
で
愛
の
贈
物

一
貿
託
卜
万
円
て
‥
ノ
Å
ヴ
ピ
ン

に
ぱ
．
に
メ
ソ
ン
八
万
回
一
、
ピ
’
二

に
こ
一
に
剪
刀
リ
ヅ
ー
・
ま
、
ｚ
ダ
ノ
ト
て

ジ
ャ
こ
は
な
い
ド
べ
り
ハ
ニ
↑
く
る
こ

と
に
な
り
し
八
～

風
見
鶏

夏
に
ヤ
、
乙

－
＾
J

’
E
；
F

．
v

　
　

！

ン
シ
ャ
ツ

ご
盾
た

I
り
薄
地
ク
も
の
句
そ
に
っ

診
乙
よ
’
り
に
な
心
．
暑
ド
ム
は
げ

I

ト
日
こ
そ
札
一
に
ご
Λ
バ
が
、
㈲
雨

か
長
こ
い
て
・
ベ
ま
い
日
ご
ノ
ふ
る
と
、

ノ
J
ミ
T
ぺ
て
は
し
よ
っ
と
心
根

ト
▼
｝
一
の
間
ゾ
カ
ズ
乙

I

ゾ
九

い
‐
一
に
、
お
う
反
岬
で
～
I
を
聊

だ
小
鳥
は
が
、
問
ふ
ン
シ
ャ
ッ
ー

叶
八
I
ン
ヤ
ミ
か
I

‘

て
い
る
川
吋

に

・
y
ブ
ー
づ
っ
て
T
ご
へ
い
日
に
ま
に

し
一
’
．
’
く
・
j
I
”
．
’
ヽ
X
ま
゛
‘
し
、

　

v

’
i

i
i
v
r

！
＾
＼
”
■
’
＊
”
’
－

－
．
－
＾

」
ケ

ま
ヽ

　
　

’
こ
に
ま
I
、
j
リ
L
j
、
・
‐
ヽ
．
、
「
y
”
・
」
ご
、
・
ぷ

　

J
L
μ
r
‐
‐
．
j
」
‐
゛

↓
I
‘
．
．
・
・

と
’
＼
と
≒
／

ま
’

よ
い

ま
｀
で

で
ヴ
．
’
一
’
、
に

か
ら
な
】
と
さ
辻
て
レ
u

．
’
＾

－
－

．

－
・

　

、
‘

ザ
▼
T
ぺ
ん
た
パ
パ
’
．
’
・
’
り
J
い
か

・
ヅ
に
じ
丁
も
そ
・
・
よ
ま
ヰ
ド
ぐ
こ
‥
‥
介
‥
y

釣
ら
ト
」
と
い
う
ろ
I
ぐ
プ

｀
‘

、
一

、
ノ
’
．
』
．
ま
I
I
J
い
ま
ま
ド
｀
’
・
C

’
1
”
j
｀
バ
r
．
・
ん
I
’
、
∇
’
・
j
、
ご

し

う
し
、
亀
ん
八
け
こ
T
こ
こ
に
ノ
ま
ノ
ご
ざ

　

．
、
ふ
’
´
べ

’
ｙ

｀
‘
ご
匹
プ
．
゛
、
4
｀
な

　
　

I
y
t
I
ま
I
I
―

　

■
’
’
■
・
’
”
1
I
／
’
ま
・
．
ま
’
・

．

m

　

｝
I
ト
ー
・
I
I
―
‐
ド
″
ま
I
－
｀
一

二
八
で
y
ツ
か
畳
’
I
に
山
怜
（
ヽ
ソ
こ

千
J
し
い
V
’
．
句
子
‐
ヅ
畠
さ
人

に
限
っ
た
ト
ド
こ
ま
こ
い
．
叶
会
主

上
、
い
♪
デ
ン
珀
る
上
で
、
一

匹
‥
レ
ヘ

’
．
‘
雅
は
、
．
つ

・
三
ト
見
（

　
　

゛
”
ノ
’
｀
’
j
j
／
゜
’
．
・
‐
ま
χ
｜
″

7
‘
．
J
I
し
I
＾

．

”
＾
’
＾
’
t
i
’
”

－
・

”
l
＾
ノ

μ

∴
に
）
ヤ
条
ド
か
ん
｛
に
ビ
い
・
．
j
’
る

引
五
い
｝
～
芦
ブ
ヘ
〃

・
‐
、
い
乙
小
を
十

ゴ
’
．
り
μ
二
上
V
．
’
：
：
－
－
v
r
S
C

9
1
1
√
．
－
：
＾
’
－
－
”
＾
－
1
＞
＾
－
－
＾

’
…

‘
・
ご
丁
を
も
っ
へ
’
タ
ン
パ
ク
・
レ
乙
Q
¨
匹
人

八
万
ワ
ノ
ま
万
一
脱
し
て
・
日
分
ご
ろ
え

パ
け
か
こ
ノ
一
一
し
っ
づ
け
ろ
の
は
ソ

カ
ラ
㈹
は
づ
ｙ
ま
る
▼
服
雙
く
ら
・

　

、
こ
”
：
’
・
・
’
ダ
ー
、
‘
9
し
’
り
D
J
わ
1
し

　

ゝ
・
・
『
I
J
J
．
ま
～
’
＾
O
。
1
＞
C
j
…
7
、
．
χ
ま
1
I
F
I

　

～
－
I
－
C
・
＾
．

’
―
J

’

j
‥
J

／

．
司
．
L
、
1

　

か
ら
に
胆
性
に
生
れ
乙
、



※
今
月
の
市
税
、
市
氏
稜
第
二
期
分

絶
期
は
八
月
三
十
一
日
ま
で

市
街
地
の
中
央
部
に
当
る
七
間
～
末
広
～
越
前
大
野
駅
に
至
る
都

市
計
画
街
路
七
間
線
第
一
期
工
事
は
六
月
三
十
日
完
成
し
ま
し
た

蔀蒼
計画 蛯麟ぼ笥￥嵯nSIF

延長150乱が完成
こ
の
街
路
は
越

美
北
線
越
前
大

野
駅
と
、
市
街

地
の
中
央
部
と

を
結
ぶ
重
要
路

線
で
、
七
間
線

の
東
方
、
寺
町

線
と
の
三
さ
路

か
ら
妙
典
寺
（

’
ヽ
・
ヨ
ウ
デ
ン
ジ

）
円
和
寺
（
エ

ン
ナ
ジ
）
光
玖

寺
（
ユ
ウ
キ
ュ

ウ
ジ
）
の
境
内

を
横
断
、
末
広

を
抜
け
國
鉄
越

前
大
野
駅
に
至
り
さ
ら
に
駅
束
区
画

整
理
区
域
（
百
十
三
万
坪
）
に
連
る

道
路
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
計
画
線
の
総
延
長
は
、
三
百
五

十
米
で
第
一
期
工
事
は
総
工
費
二
百

二
十
五
万
円
で
延
長
百
四
十
八
米
、

幅
十
一
米
が
六
月
三
十
日
完
成
し
ま

し
た
。
な
お
第
二
期
工
事
は
近
く
着

工
の
予
定
で
（
延
『
長
二
百
二
米
、
幅

十
一
米
）
こ
の
工
事
が
全
部
完
成
す

れ
ば
、
市
街
地
と
郊
外
と
を
結
ぷ
重

要
路
線
の
一
つ
と
し
て
、
市
の
発
展

に
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
（
完
成
し
た
市
道
七
間
線
）
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⑩田の高度利用

田
園
都
市
発
展
の

力
が
ひ
そ
ん
で
い
る

市
に
な
つ
て

い
ら
い
農
業

経
営
者
の
生

活
を
よ
り
豊

か
に
、
よ
り

楽
し
い
も
の

に
す
る
た
め

に
一
万
五
千
五
一
臼
四
十
五
米
の
か
ん

が
い
排
水
路
と
一
万
九
千
六
百
四
十

六
米
の
農
道
を
新
設
改
良
し
、
農
業

生
産
の
向
上
と
発
展
を
め
ざ
し
て
き

ま
し
た
。
L
か
る
に
昭
和
二
十
八
年

二
月
一
日
現
在
調
の
グ
ラ
フ
に
よ
る

と
、
農
家
数
四
千
一
百
五
十
四
戸
で

経
営
耕
地
㈲
積
は
三
千
四
百
三
町
歩

こ
の
内
一
毛
作
1
か
取
ら
な
か
っ
た

田
二
千
七
町
二
十
一
町
歩
、
二
毛
作

を
し
た
田
五
百
七
十
九
町
歩
、
そ
の

他
の
作
物
を
作
っ
た
田
い
目
二
町
五
反

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
昭
和
三
十
二
年
二
月
一
日
調

で
は
農
家
数
四
千
百
十
五
戸
で
経
営

耕
地
t
g
i
s
y
三
千
三
町
七
十
六
町
歩

こ
の
う
ち
二
毛
作
を
ｔ
た
田
二
予
八

百
五
十
四
町
四
反
歩
、
二
毛
作
を
し

た
田
一
白
目
一
町
七
反
歩
、
そ
の
他
の

田
二
百
二
十
町
歩
で
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
二
十
八
年
に
比
べ
る
と
総
喊

積
で
は
二
十
七
町
歩
の
減
、
二
毛
作

田
で
は
二
百
七
十
七
町
三
反
歩
の
減

そ
の
他
の
田
で
は
町
十
七
五
反
歩
赳

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
二
毛
作
田
と

そ
の
他
の
田
と
を
合
せ
て
総
㈲
積
と

の
比
較
を
見
ま
す
と
、
三
十
二
年
が

一
五
・
四
六
｀
。
、
二
十
八
年
が
二
〇

●
○
四
S
の
割
に
な
り
ま
す
。
ざ
ら

に
昭
和
二
十
七
年
八
月
一
日
調
の
乾

田
、
湿
田
調
で
は
乾
田
二
千
二
百
二

町
歩
、
半
湿
田
四
百
七
町
歩
、
湿
田

八
百
四
町
歩
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
比
は
や
ふ
問
積
に
対

し
て
乾
円
六
四
●
五
％
、

半
湿
田
一
一
・
九
％
、
湿

田
二
三
・
六
％
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
数
字
か
ら
お
し

て
ま
だ
ま
だ
田
園
都
市
の

発
展
に
残
さ
れ
て
い
る
力

が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
あ
た
り
で
は
裏
作

の
王
者
を
示
1
て
い
た
麦

作
や
菜
座
作
な
ど
の
作
付

が
減
っ
て
き
た
こ
と
は
販

売
価
格
の
低
下
な
ど
か
ら

も
む
り
の
な
い
こ
と
と
思
ま
わ
れ
玄
す

が
、
し
か
し
農
業
経
営
は
農
作
物
を

直
接
ひ
金
ｙ
る
と
レ
う
こ
と
の
み
が

営
農
の
方
法
で
は
な
い
と
も
い
え
ま

す
。

　

た
と
え
ば
最
近
盛
ん
に
な
っ
て
き

た
畜
吠
を
取
り
い
れ
て
多
角
化
農
業

を
図
る
こ
と
に
よ
っ
I
・
、
裏
作
に
飼
料

作
物
を
咋
る
ご
と
や
、
さ
ら
に
畜
産

家
の
購
入
試
料
飼
f
主
義
を
改
め
て

自
給
し
鯛
料
の
増
産
を
図
る
な
ど
方
法

は
種
々
あ
る
と
思
レ
ま
す
。

　

古
い
こ
と
わ
ざ
に
「
三
人
寄
れ
ば

文
殊
の
智
恵
」
と
あ
り
玄
す
が
、
こ

こ
で
市
囚
‥
の
農
業
に
従
事
す
る
一
万

一
千
五
百
四
人
の
お
お
ぜ
い
で
智
恵

を
し
ぽ
・
れ
ぱ
ど
ん
な
よ
い
考
え
が
浮

ぶ
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
乾
田
面
積

の
二
千
二
百
二
町
歩
の
全
部
を
裏
作

や
二
圭
二
毛
作
に
よ
っ
て
高
度
利
用

化
さ
れ
て
い
く
よ
う
、
研
究
と
く
ふ

う
ｔ
て
名
実
と
も
に
田
園
都
市
と
な

り
た
い
も
の
で
す
。

月
末
は
く
ず
れ
る

中
旬
に
は
台
風
の
お
そ
れ
も

・
一
一
I
・
’
一
’
肖
罫

8月

〔
概
況
〕
天
気
は
良
く
な
る
が
北
力

の
高
気
圧
の
ご
蛸
が
残
り
、
や
や
不

順
に
経
剋
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

気
温
は
一
般
に
や
や
高
い
見
込
み
で

中
旬
に
台
風
が
接
近
し
て
強
い
風
雨

を
起
す
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

〔
天
気
〕
ご
上
旬
犬
ヰ
洋
司
気
圧

は
例
年
ど
お
り
佃
ま
り
大
気
は
今
ま

で
よ
り
良
’
≒
な
り
ま
す
、
た
だ
し
北

方
の
高
し
ぺ
圧
が
上
気
に
衰
弱
1
な
い

た
め
人
筧
は
え
格
的
ご
妥
定
せ
ず
二

三
日
L
一
・
つ
く
時
期
か
あ
り
ま
す
。

△
中
旬
大
に
洋
r
高
気
圧
は
や
や

北
に
よ
り
本
州
回
心
上
に
台
風
が
現

わ
れ
る
傾
向
ま
が
Λ
り
夕
す
が
天
気
は

良
い
方
で
す
。
た
だ
し
一
時
台
風
が

接
近
し
と
こ
ろ
に
よ
り
強
い
風
雨
を

招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

△
下
旬
太
平
洋
の
高
気
圧
は
本
邦

南
海
上
に
張
り
だ
し
、
前
半
は
こ
の

影
響
で
晴
れ
た
り
曇
っ
た
り
1
ま
す

が
、
た
と
に
は
鴎
冷
前
哨
が
本
邦
南

岸
に
停
滞
す
る
た
め
旬
末
に
は
天
気

が
悪
く
な
り
ま
す
。

　

〔
気
温
〕
乙
上
旬
今
・
t
U
で
よ
り
高

い
目
が
多
い
が
高
温
は
長
続
き
せ
ず

旬
半
周
で
は
並
、
ま
た
ぱ
高
め
で
す

Λ
中
旬
一
時
的
変
献
が
あ
る
が
平

均
で
は
高
め
で
す
。

〈
下
旬
や
や
高
い
が
旬
末
の
数
日

は
低
い
で
す
。

　

〔
降
水
量
〕
』
上
旬
や
や
少
め
で

す
゛
中
旬
た
み
、
た
だ
し
台
風
の

動
回
に
よ
っ
て
は
高
め
と
か
り
玄
す

△
下
旬
や
や
多
め
で
す
。

囃羊メを

〔
作
物
〕
こ
か
ん
排

水
八
月
に
入
る
と

稲
作
も
峠
を
越
し
た

感
じ
で
、
田
の
水
廻

り
も
お
ろ
そ
か
に
な

り
が
ち
で
あ
る
が
、

最
後
の
I
ふ
ん
ば
り
を
し
て
ほ
し
い

湿
田
は
も
ち
ろ
ん
、
乾
田
で
も
未
熟

な
有
機
物
を
多
量
に
投
入
し
た
田
圃

は
気
r
b
．
が
上
る
に
従
っ
て
還
元
が
進

λ
、
根
腐
れ
、
赤
枯
を
い
り
こ
す
。
気

潟
が
三
十
五
度
以
上
に
昇
っ
た
場
合

乾
田
で
は
り
し
ろ
掛
流
し
し
て
地
胴

を
下
げ
る
工
夫
を
す
る
。
湿
田
で
は

十
文
字
型
き
た
に
T
字
型
に
排
水
溝

を
抑
り
上
げ
り
素
の
供
給
に
努
め
る

完
全
に
排
水
で
き
な
い
強
湿
E
で
は

不
十
分
な
乾
し
勺
よ
り
も
掛
流
L
濯

水
の
力
が
効
果
か
お
る
。

△
レ
ン
グ
の
は
種
レ
ン
グ
の
栽
培

が
年
々
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
が
。

緑
肥
以
外
に
飼
料
と
し
て
も
価
値
が

高
い
の
で
、
た
る
べ
く
た
く
さ
ん
ま

い
て
ほ
し
い
。
最
近
は
能
率
の
高
い

刈
取
鎌
も
あ
る
か
ら
、
牧
哩
時
の
刈

出
し
は
か
た
り
手
間
か
価
け
ろ
こ
と

と
思
う
。

　

〔
そ
菜
〕
ム
白
菜
八
月
十
日
以
後

旧
盆
前
に
は
腫
す
る
。
乾
ば
っ
な
ど

で
は
a
期
の
遅
れ
た
場
合
は
、
松
島

白
菜
な
ど
早
生
唾
を
追
播
す
る
。
適

期
に
直
喋
で
き
な
い
こ
と
が
予
め
判

っ
て
い
ろ
場
合
は
練
床
栽
培
す
る
。

ム
か
ん
ら
ん
夏
ま
き
か
ん
ら
ん
は

ま
ぶ
葉
二
～
三
枚
に
な
っ
た
ら
移
植
す

る
の
で
あ
る
が
、
高
温
乾
燥
の
気
節

に
向
う
の
で
、
か
ん
水
、
日
お
い
な

ど
固
到
な
管
理
が
必
要
で
あ
心
か
ら

1
及
員
な
ど
の
十
分
な
指
。
零
を
受
け

る
が
よ
い
。



店
舗
改
装
資
金
で

　
　

新
し
い
ま
ち
に
衣
が
え

　

長
い
っ
ゆ
で
、
こ
と
し
は
夏
ら
し

い
お
天
気
が
お
と
ず
れ
な
い
の
か
と

ち
よ
っ
と
不
安
で
し
た
が
、
七
月
末

か
ら
本
格
的
な
暑
さ
に
な
っ
て
恵
ま

れ
た
お
天
気
続
き
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
分
だ
と
三
年
続
き
の
豊
作
も
実

現
し
そ
う
で
す
。

　

こ
こ
田
園
に
囲
ま
れ
た
大
野
商
店

街
は
他
市
に
見
ら
れ
な
い
き
れ
い
な

街
並
だ
と
訪
れ
る
人
の
話
題
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。
い
ま
街
々
の
店
先
に

立
ち
働
く
人
た
ち
の
動
き
も
い
か
に

も
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
う
か
が
ま
わ
れ
、
あ

す
の
伸
展
の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
＜
で
す

　

そ
れ
は
昭
和
二
十
八
年
か
ら
四
ヵ

年
計
画
で
四
十
八
億
円
を
費
し
た
県

営
発
電
工
4
に
続
い
て
、
い
ま
ま
た

六
十
八
4
円
の
巨
費
で
一
年
間
に
三

発
電
所
工
事
の
完
成
と
1
ら
に
数
億

円
に
の
ぼ
る
越
美
北
線
の
エ
事
な
ど

大
野
は
開
発
ブ
ー
ム
で
沸
い
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

街
で
は
こ
の
機
を
逃
す
ま
い
と
商

魂
た
く
ま
し
く
受
入
体
制
を
整
え
活

気
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

市
も
ま
た
商
こ
業
者
の
経
済
的
発

晨
と
商
店
街
の
繁
栄
を
図
る
た
め
に

毎
年
商
店
街
の
診
断
を
行
な
い
咄
々

検
討
の
上
、
年
々
一
千
万
円
を
融
資

と
1
て
預
託
し
、
ま
た
こ
と
ｔ
は
二

百
万
円
を
店
舗
改
装
資
金
に
あ
て
、

街
の
人
々
と
力
を
介
せ
都
市
伸
展
に

不
断
の
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

県
も
こ
と
し
初
の
試
み
と
し
て
、

店
舗
改
装
資
金
の
貸
付
制
度
を
設
け

ま
し
た
が
、
市
は
逸
早
く
こ
の
多
額

貸
付
を
受
け
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

日
と
と
も
に
街
行
く
客
足
も
増
し

立
ち
並
ぶ
商
店
街
は
日
進
月
歩
の
勢

い
で
新
し
く
変
り
、
街
々
で
は
店
主

の
明
る
い
顔
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

（
写
真
は
大
野
銀
座
二
丁
目
附
近
）

しぶきを浴びて一竿

をたのしむ″太公望。

九頭竜

名産の

ア、コーは

清い急

流に．鍛

jられ

て、その味覚はまた格別で往痢：は献上品とも

なり、その声価はとみにあがっています。こ

のアユは金色のば：ん点がありますが、これは

霊峯荒島岳から流れでる金のためであるとい

われています。いま急流にひたり「トモ釣」

に没入、かかった時のだヽ、・ご味は体験者のみ

の知るーの7，リルです。（松丸地鎔にて）

金
属
く
ず
の
営
業

は
許
可
を
受
け
て

福
井
県
の
金
属
く
ず
営
業
条
例
が
八

月
四
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
金
属
鏑

に
関
す
る
犯
罪
を
防
止
す
る
た
め

金
脳
く
ず
の
売
買
交
換
、
そ
の
他
の

取
扱
業
に
必
要
な
m
s
を
定
め
、
公

共
の
秩
序
を
保
持
す
る
た
め
制
定
さ

れ
た
も
の
で
す
。
今
後
は
次
の
事
柄

に
つ
い
て
御
注
意
く
だ
さ
い
。

一
、
金
拠
く
ず
商
を
営
業
す
る
人
は

　

公
安
委
員
会
の
許
可
を
受
け
て
く

　

だ
さ
い
。

一
、
金
艇
く
ず
行
商
（
く
ず
買
人
）
を
・

　

す
る
人
は
、
公
安
委
員
会
に
届
出

　

て
下
さ
い
。

一
、
金
艇
く
ず
を
売
買
交
換
、
ま
た

　

は
こ
れ
の
委
託
を
受
け
る
と
き
は

　

相
手
の
身
元
確
認
を
要
し
、
未
成

　

年
者
か
ら
買
受
け
る
と
き
は
、
保

　

護
渚
の
同
意
あ
る
と
き
以
外
は
買

　

受
け
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

く
わ
し
い
こ
と
は
大
野
警
察
署
で
た

ず
ね
て
く
だ
さ
い
。

引揚者に朗報
IK28，000円の給付金

こ
ん
ど
の
戦
争
で

特
に
外
地
に
あ
つ

た
同
胞
は
、
一
切

の
財
。
戌
や
生
ば
基

盤
を
失
い
引
揚
げ

後
、
生
ご
の
再
建

を
図
ろ
ら
と
し
て

も
い
ま
だ
お
生
活

の
再
起
が
で
き
す

本
当
に
古
t
い
日

々
を
送
・
つ
て
い
ら

れ
る
力
々
が
数
多

く
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
政
府
は
「
引
揚
者
給
付
金

等
交
給
法
」
を
設
け
引
柘
者
の
再
起

史
こ
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
L
た
。

　

八
幻
一
日
か
ら
引
揚
者
給
付
金
ま

た
は
、
遺
族
給
付
金
な
ど
の
蹟
求
書

の
事
務
を
民
生
課
で
受
付
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
そ
の
・
あ

ら
ま
し
乞
説
明
し
ま
し
よ
う
。

△
引
揚
者
の
範
囲

1
終
戦
の
日
（
昭
和
二
十
年
八
月

十
五
目
）
ま
で
引
き
続
き
六
ヵ
‐
以

上
外
地
に
生
活
の
本
拠
を
も
っ
て
い

た
者
で
、
終
戦
に
げ
っ
て
発
生
し
た

事
態
に
基
く
外
国
官
憲
の
命
令
、
生

活
手
段
の
喪
失
な
ま
ど
や
む
を
え
な
い

理
由
に
よ
っ
て
、
終
戦
の
日
以
後
内

地
へ
引
揚
げ
た
も
の
。

2
ソ
連
の
参
戦
の
日
（
昭
和
二
十

年
八
月
九
日
）
ま
で
引
き
続
き
六
力

‐
に

て
い
た
者
で
、
リ
連
の
参
戦
に
伴
っ

て
発
生
し
た
弗
態
に
よ
り
終
戦
前
に

内
地
へ
引
揚
げ
た
も
の
。

3
終
戦
の
日
ま
で
引
き
続
き
六
ヵ

月
以
上
外
地
に
生
活
の
本
拠
を
も
っ

て
い
た
者
で
内
地
に
出
張
中
な
ど
で

あ
っ
た
た
め
終
戦
の
日
に
内
地
に
滞

在
中
で
あ
っ
て
。
終
戦
に
ょ
っ
て
外

地
へ
も
ど
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
も
の
。

4
終
戦
の
日
ま
で
引
き
続
き
外
‐
地

に
六
ヵ
川
以
上
生
活
の
本
拠
を
も
っ

て
い
な
か
っ
た
が
、
終
戦
当
時
は
外

地
に
い
て
そ
の
後
引
き
続
い
て
終
戦

に
げ
っ
て
発
生
し
た
市
態
に
よ
る
留

用
、
戦
犯
抑
留
な
ど
の
た
め
外
地
に

残
留
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

昭
和
二
十
七
年
四
月
二
十
九
日
以
後

内
地
に
引
き
揚
げ
た
も
の
（
内
地
か

ら
応
召
を
受
け
、
終
戦
後
外
地
か
ら

復
員
し
た
i
の
を
除
く
ヽ

△
引
揚
者
給
付
金
の
額
お
よ
び
遺

　

族
給
付
金

最
高
二
万
八
千
円
、
最
低
七
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
詳
細
は
民
生
課

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

△
支
給
の
方
法

引
揚
者
給
付
金
お
よ
び
遺
族
給
付
金

は
現
金
で
は
支
給
せ
す
、
年
利
六
分

十
年
以
凪
に
償
還
さ
れ
る
記
名
国
債

で
支
給
さ
れ
ま
す
。

乙
特
に
注
意
し
て
ほ
し
い
こ
と

一
三
年
間
疏
求
を
行
わ
な
い
と
き

は
、
時
効
に
ょ
っ
て
受
給
権
は
消
滅

し
ま
す
。

△
市
役
所
民
生
課
で
は
八
月
一
日

か
ら
同
所
に
お
い
て
請
求
手
続
の
受

付
を
始
め
ま
す
。

’
今
月
の
行
苧

上
旬
△
間
接
撮
影
上
庄
、
富

　

m
、
阪
谷
地
区
ム
白
山
登
山
（

　

二
泊
三
日
の
予
定
）

八
日
～
二
十
日
ム
ご
フ
グ
大
サ
ー

　

カ
ｚ
（
共
催
大
野
市
社
会
福
祉
事

　

務
所
）

中
旬
∴
肢
体
不
自
由
児
個
別
訪

　

閣
下
旬
こ
乳
児
検
診
各
地
と
も

　

△
健
康
診
断
お
よ
び
結
核
予
防
接

　

槌
大
野
地
区

二
十
四
日
△
大
野
市
社
会
教
育
研

　

究
大
会
（
教
育
委
員
会
）

ラジオの聴取難を解消

大野実験放送局で基本調査

大
野
地
方
の
ラ
ジ
オ

聴
取
難
を
解
消
す
る

た
め
に
関
係
局
へ
た

び
た
び
陳
情
を
繰
り

返
し
て
い
ま
、
‐
一
た
が

七
月
十
三
日
N
H
K

福
井
放
送
局
長
な
ら

び
に
技
術
部
長
深
津

氏
、
日
本
放
送
協
会

岩
城
氏
ら
が
来
野
し

て
実
験
局
設
置
候
補

咤
瓦
査
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
十
月
初
め
ご
ろ
友

江
変
電
所
に
大
野
実
験
局
（
巨
称
）
を

設
け
、
同
変
電
所
の
配
電
線
か
ら
雷

波
を
送
信
す
る
方
法
と
、
高
1
十
米

の
木
柱
ア
ン
テ
ナ
に
よ
り
電
肢
を
疾

信
す
る
方
法
と
に
よ
っ
て
、
優
劣
習

賓
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
が
終
り
ま
す
と
、
い
よ

い
よ
中
継
放
送
局
の
設
置
準
備
に
か

か
り
ま
す
の
で
、
楽
―
く
ラ
ジ
オ
を

聴
い
て
い
た
だ
け
る
日
も
ほ
ど
と
お

く
は
な
い
で
し
よ
う
。

※
戸
籍
手
数
料
の
改
正
八
月
一
日
か
ら
謄
本
、
抄
本
、
戸
籍
証
明
な
ど
」
件
に
つ
き
四
十
円
と
な
り
ま
し
た



※
保
母
試
験
準
備
講
習
会
の
受
講
申
込
は
八
月

十

五
日
ま
で
に
（
詳
細

は

民
生

課

で
）

國保相談室⑨

被
保
険
者
に
異
動
が
あ
っ

た
場
合
は
ど
う
な
る
か

G
子

国

民
健
康
保
険

被

険
者

　

が
死
亡
、
転
出
な
ど
で

資
格
を

失

　

う
場
合
、
ま
た
は
出
生
、

転
入

な

　

ど
で
新
た
に

被
保
険
者

と

な

る
場

　

合
は
ど

う
し

た
ら
よ

い
の

で
す

か
。

（

答

）

被

保
険
者
に

異
動
の

あ
っ
た

場

合

に
は
市
役
所
、
ま
た
は

出
張
所
の
窓
口
で
戸

籍
係
に
必

ず

次

の

手
続

を
す
る
と
と
も
に
、

受
診
証
の
訂

正

を

う
け

て
く

だ
さ

い
。

①
転
入
転
出

に

よ

っ
て

異
動

す
る

場
　
合

は
、
必
ず

住
民
登
録

の
手
続
を

　

す
る
と
と
も
に
、
資
格
取
得
、

ま
　
た
は
資
格

喪
失
の

届
け

を
し

て

く

　
だ

さ
い
。
こ
の
届
け
を

し
な

い
と

い

つ
ま
で

も
被
保
険
者
に
な
れ
な
か
っ
た
り

、

保
険
者
の
ま
ま
で
い
つ
ま
で
も
保
険
税
を
負
担
せ
ね
ば
な

ら
た
い
こ
と
が

あ
り
ま

す
。

②
被
保
険

者
が
死

亡

し
た

場
合

は
、

　
死
亡
届
と
同
時
に
資
格
喪
失
届
を
　
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
こ
の
届
と

同
時
に

千

円

の
葬
祭
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
か
ら
ご
請
求
く
だ
さ
い

。

③
被
保
険
者

と
な
る
へ
き

も
の

（
子

　
供
）
が
生
れ
た
場
合
は
、
出
生
届
　

と
同
時
に

資
格
取
得
届
を
し
て
く
　
だ
さ
い
。

ま
た

こ
の
場
合
、
産
婦
　
が
国
保
の
被
保
険
者
で
あ
れ
ば
、

五
百
円
の
助
産
費
が
支
給
さ
れ
ま
　
す
か
ら
同
時
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
　
た
だ
し
市
の
定
め
た
助
産
婦
に
と
　
り
あ
げ
を
し
て
貰
っ
た
場
合
は
支
　
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

〔
郷
土
い
ろ
は
か
る
た
〕

つ
つ
じ
み
ご
と
な
六
呂
師
原

六呂師原は面積

五百町歩、

北陸随一の大ス　ロープを有するので名高いスキー場である。　

初夏と

も

なれ

ば満山に咲きほこるつつじは一　目千本ハイカーの目を楽しませる。市内から　直通のバスもあるが、京福電鉄の下荒井六呂　師口から徒歩で七粁、伏石から山ごしに三粁　余、絶好のハイキングコースである。婦
人
の
メ
モ

の
法

靴
ち
動
も

運
が

　

な

△

下
駄
を
き
れ
い
に

ぬ
い
だ
下
駄
に
足
あ
と
が
べ
っ
た
り
つ
い
て
い
る
の
は
見
苦
し
い
も
の
で
す
。
ち
ょ
つ
と
ふ
い
た
ぐ
ら
い
で
は
な
か
な
か
き
れ
い
に
な
り
ま
せ
ん
が
豆
腐
か
す
か
米
ぬ
か
を
布
に
包
ん
で
こ
す
り
ま
す
と
、
す
ぐ
に
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

△
木
箱
に

字

を
か
く
と
き

リ
ン
ゴ
箱
の
よ
う
な
カ
ン
ナ
を
か
け
て
い
な
い
木
箱
に
字
を
か
く
と
き
、
ぞ

う
き
ん
か
タ
オ
ル
を
ぬ
ら
し
て
軽
く
し
ぼ
っ
て
ふ
き
な
が
ら
か
く
と
紙
の
上
と
同
じ
よ
う
に
ら
く
に
か
け
ま
す
。

　
　
は
き
は
じ
め
に
ロ
ウ
を
と
か
し
て
表
面
に
塗
っ
て
お
き
ま
す
と
、
雨
や
水
に
ぬ
れ
て
も
し
め
ら
ず
、

倍
く
ら
い
な
が
も
ち
し
ま
す
。
　

ぬ
か
み
そ

桶

の
防
虫

暑
い
と
き
に
ぬ
か
み
そ
桶
に
た
か
る
ハ
エ

や

小
虫
除
け
に
は

、

ビ
ニ
ー
ル
を
ふ
た
代
り
に
か
ぶ
せ
、
ゴ
ム
ひ
も
で
結
ん
で
お
く
と
よ
い
で
す
。
　

庖
丁
の
ね

ぎ

の
臭
み
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1
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；
″
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・
・
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ブ
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九
～
．
E
J
い
ｙ
‐
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じ
’
二
こ
、
”
・
”
”
’
・
’
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＊
＞

う
r
し
‘
ヤ
’
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ヴ
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｀
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ま
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ノ
ハ
｀
J
々
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‘
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訃ぽ幡凪l：邱

亀
山
城
跡
、
諏
文
化
財
に
決
る

　

近
く
亀
山
城
9
が
県
文
化
財
に
指

定
さ
れ
る
よ
ら
で
す
。
い
内
に
は
い

く
つ
か
の
古
城
跡
が
残
っ
て
い
ま
す

が
、
い
ず
れ
も
原
形
を
失
っ
て
い
ま

す
。

新
し
い
と
こ
ろ
で
福
井
城

小
浜
城
、
九
岡
城
、
汚
山

城
な
ど
か
若
十
七
の
姿
を

残
し
て
い
ま
す
が
、
や
こ

り
大
部
分
は
こ
わ
I
れ
て

い
ま
す
。
最
近
、
九
岡
城

は
岡
費
で
筏
旧
宍
れ
ま
し

た
。

　

亀
山
城
は
文
政
十
年
（
百
三
十
年

程
前
）
の
大
火
に
類
焼
し
、
天
守
閣

も
焼
失
し
て
そ
の
後
建
て
ら
れ
さ
せ

ん
で
し
た
。
い
応
は
そ
の
う
垣
の
Å

が
残
っ
・
て
い
ま
す
。

　

こ
い
1
荊
汪
福
井
城
と
な
ら
ん
で

有
名
な
も
ご
で
あ
り
ま
す
。
石
に
淑

降
、
深
井
～
潤
か
・
ら
迂
ん
ど
も
い
で

一
り
数
て
佃
に
お
よ
A
で
い
ま
す
。

　

亀
山
城
に
人
正
五
年
こ
り
同
ト
ー

年
ま
で
じ
ヵ
年
の
日
日
を
費
―
、
金

森
長
近
が
築
い
た
I
ふ
で
あ
り
ま
す

そ
の
構
築
に
つ
い
て
の
古
交
吋
が
兵

庫
県
明
行
市
織
皿
信
邦
氏
に
％
存
さ

れ
て
い
ま
す
。
参
考
の
た
め
そ
の
一

部
を
記
’
‘
て
乱
玄
9
。

　

本
丸
之
部

　

（
一
）
城
山
へ
い
の
内
‰
数
一
千
二

回
五
ト
歩
ほ
ど
（
二
）
城
山
根
廻
・
り

ト
三
丁
ほ
ど
（
三
）
鳩
間
よ
い
山
幌

ま
で
剌
回
七
十
五
間
、
山
北
し
十
問

（
四
）
作
事
屋
敷
東
西
七
十
五
間
、

喇
北
二
十
間
（
五
）
お
ん
ま
や
屋
敷

出
北
十
六
間
、
刑
場
九
十
八
間
（
六
）

1
町
ロ
よ
り
下
町
ロ
ま
で
三
丁
ほ
ど

　

（
七
）
上
町
目
よ
り
砥
木
門
ま
で
八

十
四
間
（
八
）
下
町
口
よ
り
山
端
ま

で
六
十
三
間
（
九
）
追
手
堀
よ
り
外

總
廻
り
十
七
丁
程
（
十
）
本
丸
矢
倉

二
ヵ
所
、
大
茫
し
二
重
や
ぐ
ら
（
十

一
）
本
丸
の
門
数
十
五
ヵ
所
う
ち
矢

み
1
。
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大
野
市
の
「
財
政
事
情
」
を
次
の

と
お
り
公
表
し
ま
す
。

一
、
前
年
度
の
決
算
概
要

　

昭
和
三
十
一
年
度
の
一
般
会
計
な

ら
び
に
各
特
別
会
計
の
収
支
決
算
は

五
‐
r
＞
末
の
出
納
閉
校
に
お
い
て
次
の

表
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
一
般
会
計
に
お
け
る
同

年
度
の
収
支
状
況
は
、
単
年
度
に
お

い
て
三
百
九
十
万
円
の
繰
越
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
事
業
繰
越
分
の

歳
出
千
百
九
十
四
万
円
も
含
玄
れ
ま

す
の
で
、
実
際
の
繰
越
は
未
収
財
源

の
七
百
七
十
四
万
円
を
會
せ
千
百
六

十
四
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
市
は
合
併
年
度
の
昭
和
二
十
九

年
度
に
お
い
て
三
千
八
百
二
十
七
万

一
千
円
の
赤
字
が
生
じ
。
そ
れ
い
ら

い
こ
の
赤
字
を
解
消
す
る
た
め
に
自

主
財
政
再
建
計
画
を
た
て
積
極
的
に

赤
字
解
消
に
努
力
し
た
結
果
、
昭
和

三
十
一
年
度
決
算
で
は
二
千
七
百
三

十
六
万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

つ
ぎ
に
特
別
会
計
に
お
け
る
決
算

内
容
で
あ
り
玄
す
が
。
国
保
会
計
に

つ
き
ま
し
て
は
昭
和
三
十
一
年
度
末

の
収
支
は
二
百
九
十
八
万
五
千
円
の

赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
合
併
年
度
か
ら
本
年
の
国

保
関
係
の
粂
例
の
改
め
ま
で
各
旧
町

村
が
。
不
均
一
課
税
の
方
式
で
執
行

し
て
き
た
保
険
税
お
よ
び
一
部
負
担

金
の
牧
入
減
と
今
一
つ
受
診
率
が
高

か
っ
た
た
め
で
、
今
後
一
層
赤
字
解

消
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
全
地
域

の
国
保
を
統
一
し
て
独
立
採
算
制
を

と
り
、
自
主
的
運
営
の
で
き
る
よ
う

市
民
の
皆
さ
ま
に
一
段
の
御
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ニ
、
本
年
度
の
市

　
　
　

財
政
運
営
方
針

　

市
は
過
去
の
赤
字
を
解
消
す
る
た

め
財
政
再
建
計
画
に
基
き
、
予
算
執

行
の
適
確
化
を
計
る
と
と
も
に
経
済

の
動
き
と
国
の
地
方
行
財
政
施
策
に

順
応
し
、
市
の
財
政
運
営
に
当
っ
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
本
年
度
、
市
の
行
財
政

計
画
は
前
年

に
引
続
き
消

費
的
面
の
節

一
佩
を
は
か
り

一
方
建
設
面

へ
の
投
資
的
経
m
に

こ
れ
を
充
て
、
い
わ

ゆ
る
健
全
積
極
財
政

を
目
凛
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

な
か
ん
ず
く
当
市

も
合
併
当
時
の
赤
字

の
た
め
、
そ
の
後
三

十
年
度
、
三
十
一
年

度
と
も
に
そ
の
単
年

度
だ
け
で
は
相
当
の

黒
字
を
出
し
た
の
で

あ
り
ま
す
が
、
な
お

二
千
七
百
三
十
六
万

五
千
円
の
赤
字
が
あ

り
ま
す
の
で
、
政
府

の
施
策
に
従
っ
て
地

方
財
政
再
建
促
進
特

別
措
置
法
の
適
用
は
受
け
ず
．
自
主

的
に
再
建
を
図
る
べ
く
計
画
を
樹
立

し
、
市
調
会
の
議
決
と
自
治
庁
長
官

の
承
認
を
受
け
、
昭
和
三
十
五
年
度

ま
で
に
こ
の
赤
字
の
全
額
解
消
を
図

る
計
画
を
樹
立
し
た
の
で
あ
り
ま
す

そ
の
た
め
財
政
の
運
営
に
お
い
て
ｔ
’

色
々
と
窮
屈
な
制
約
が
あ
り
、
従
来

の
よ
う
に
起
債
そ
の
他
ホ
業
施
行
上

必
要
な
特
定
財
源
が
十
分
容
れ
ら
れ

ぬ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
相
当
の
覚
悟
を
も
っ
て
財

政
の
運
営
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
昭
和
三
十
五
年
度
以
降
の
市

財
政
に
希
望
を
も
ち
、
さ
ら
に
現
在

実
施
中
の
電
源
開
発
事
業
の
完
成
に

よ
っ
て
賦
課
さ
れ
る
新
財
源
に
期
待

を
か
け
、
市
民
各
位
の
協
力
に
ま
よ
り

合
併
新
市
と
し

て
の
理
想
達
成

に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す

昭和51年度一般会計歳入歳出追加予算状況調

歳入

欲別 当初予算額 9月追加予算額12月追加予算額3月追加予算額 計

市税 122．ろ41．1ろ0 8≫677．420 1ろ1，018，550
地方交付税 27．000．000 2．500．000 29．500．000

公営企業及財産収入 1．85ろ．500
r f

91ろ．8001．076．690 ろ，84ろ．99（〕
使用料及手数料 1．592、500 1，592．500
国庫支出金

k－●

　　　　ff27，61ろ，950 1ろ，769．000 467．8942，047，700 4ろ，898，544

・－

県叉出金 7．605．290 9，840．000 625，000 1とJ，068，29G
寄附金 5．845．000 10．ろ0ろ．000 16．148．000

繰越金 500，000 ろ，556，188 4，056J88
雑収入 51．092．000 12．181．878 6ろ．27ろ．878
市債 　　　　fF24，000，000 　　　　fF16，ろ50，000 1．600，000 41，950，00〔〕

計 269．441，ろア077A77，m6 2．981．694ろ，749，ろ90ろ5ろ，ろ49，94（〕

歯川

欲別 当初予算額 9月追加予算額12月迫力U予算額ろ月追加予算額計

議会曹 ろ．0ろ8．ろ10 60．000 ’ろ．098．ろ10
　　　－－－市役所費

　　　　fFろ9，580，290△56．400 550．000 704．ろ90
　　　　f・40，578，2a〕

胴防費 9，057，650 87．400
｜

9．145，050
土木費 40．041．2008，010．150 48，051，ろ50
教育費 ア9．501．04028．096．1ろ02，067．894210，700109．875，764
社会及労働施設費 22．050．1756．448．540ろ11．000 56．00028．865．715
保健衛生費 7，509，ろ15

「・　487．000 ｜ ア，996，ろ15
産県経済費 41，887，65025，552．200150，0002，ろ98，ろ（〕069，988，150
財産費 929．940 580．000 1，ろ09．940

統計調査費 411．700 411．700
選挙費

－－－ 574．100 42．800 616．900
16，ろ66．9008．ろ44．088 24．710．988公價費

諸支出金 5，86ろ．100 208．ろ78 6．071．478
予備費 2，6ろ0．000 2，6ろ0，000

計 269，441，ろ7077，177，4862，981，694ろ．749，590ろ5ろ，ろ49．940

昭和31年度各特別会計歳入歳出決算見込額調（昭ろ0．4．1現在）

歳人 歳出 差引退不足額

欲別 決算見込額A 欲別 決算見込額B・ A－B

国民健康保険会計

国保徴収金 24．990．748市役所曹 2．658．ろ01

大野地域

再開費

使用料手数料 1ろ5．6ろ5保殼畝付咎 　　　　ff55．249．41（＾

　　　　　　　　●〃－●●国庫支出金

8．046．780
　　　9－－一●●－4●’・保健施設費

f゛f　770．409

県支出金 170．000 趣旨二答及昔 69，ろ75
繰入金 3．400．000公偕昔 ろ6．648
繰越金 108，549 諸支出金 ろ，157，659
軽牧入 104，889

計 ろ6，956，601 計 ろ9．941，808△2，985，207

繰越充用409，1ろ5繰上充用ろ，ろ94，ろ42

血営診原所会計

診療収入 1，ろろろ，295施股費 1．576．970
使用料手数料 1，ろ50諸支出金 ろ6，859
繰入金 20〔〕．000

繰越金 128．566
雑収入 1．190

計 1，61ろ，829繰越金50．572計 1，664．401

土埃区劃整理巾：栗会計

公営企業及
財産収入

1，525，580
土地区劃整理
事業費

1，ろ2〔〕，598
l i

笞収入 1ろろ．826のら・r冴曹 －
●－－　　　　　　計

1，659．4〔36
まfに’●－ま’ち計

1，ろ20，598繰越ろろ8，808

昭和31年度予篁一般会計決篁見込額国

歳入

歓別 予算額 収入済額 比率％

市税 1ろ1．018，5501ろろ，2ろ9，82741．ろ
地方交付税 29，500，000 28，194，〔n〕 8．Z

公営企業及財産収入 ろ．845．990 4．140．987 1．ろ

仙田料及単数斜 1．592．500 1．922．054 0．6
・－●J●●Wiy●●●国庫支出金 　　　　ff4ろ．898．544　　　　S●ろア，12ろ．797 11．5

県支出金 18．068．290 5．562，245 1．7

寄附金 16．148．000 11．7ろ5．84ろ5．6
　　Ff4，056．188 　　yf4．056，188 1．Ξ繰越金

雑峻入 6ろ，27ろ．87865．1ろ2．584 20．2

市債 41．950，000 ろ1，a〕0，000 9．8
計 ろ5ろ，ろ49．940ろ22，907，525100％

歳出

欲別 予算額 支出額 比率％

恵合昔 ろ．098．510 ろ．0ろ5．677‘1．0
r°F－－市役所費 　　　　・f40．578．280　　　　ff40．172．258 12．6

消防費 9．145．050 9．006．986 2．8

土木費 48．051．ろ50 ろろ．200．78510．4

教育費 109．875．764 108．849．578 ろ4．2

社会及労働施設費 28．865．715 26．298．86C〕 8．ろ
保健衛生費 7．996．ろ15 7，702，868 2．4

産業経防費 69．988．150 56．521．527 17．7
aォ恣昔 1．ろ09．940 1．5ろ9．272 0．4
統計加害巷 Ff　411．700 fF　250．175 0
選挙費 616，900 ろ72，ろ42 0
公偕費 24．710．988 25．656．117 8．1
諸支出金 6．071．478 6，600．5ろ5 2．1
予備費 2，6ろ0．000 － ・ま－

計 ろ5ろ，ろ49．940519，006，980 100％

錘畝糖ろ．900．545
実質的繰越額11．640，000（事業繰越額を除く）昭和31年度決算見込額

良人総額

　

322．907．525p！

嗇出岨謳

319．006．980p，



昭和31年度起債認可状況（単位千円）

区分 起゛債ホ：栗名
起債認可順

府資金 公募債 1計

一般会計 危険校舎改築事県 16，800 4．0G020，800
蕨生1．000（下庄）‘U〕，290

（小山）ろ，170（上庄）5．45C〕
（打m．890

・：ィ）公共乖：業公営住宅建設哨：業 2．000 2，000 中瓜μ

都市水利整備功：栗 2．0Q0 2，CX）0善弓寺11
道路新ひ改良弔栗 ろ．500 ろ．500 下荒井糾1友中線

（ロ）則虫事業
橋梁新設改良Zll栗 1，500 2，000 ろ．500 阪谷橋

合計 25，800 6，000ろ1，800

昭和ろ2年度特別会計国民健康保険歳入歳出予算

歳入 歳出

科目 予算額 I科目 予・算額

国保徴収金 50．601．000市役所費 4，ろ82，100

使用料手数料 116．4CXま〕保健給付費 61，451，000

国庫支出金 12．054．900保健施辰費 282．000

県支出金 248．500 趣旨＝普及費 150，000

繰入金 5，1ろ0，000公價費 447．2〔：X〕

繰越企 5，000 諸支出金 1，0ろ7，8（X〕

雑収入 5ろ．000予備費 458，7〔X〕
計 68，208，800 計 68．208，80（〕

昭和32年度特別会計国民健康保険直営診療所歳入歳出予算

歳入 歳出

　　　　槌目予算科口当初予算
第1次

追加額
合計額 　　　極目予算科目当初予算

第1次
追加額

合計額

診療収入 1．981．000 121．000 2．102．000施殴費 1．95ろ．000151．000 2．104．000

良咀料手数料 ろ，000 ろ，000諸支出金 25．000 25，0CX〕
繰越金 1，00C〕 1，〔X〕0予備費 10，000 10，（〕00
雑収入 ろ，000 ろ，000
財産収入 ろ0．000 ろ0，000
歳入合計 1．988，000 151，000 2，1ろ9，000歳出合計 1，988，000 151，0〔X〕2，1ろ9，000

昭和ろ2；EIΞ度特別会計土地区画整理事業歳入歳出予算

歳入 歳出

科目 予算額 科目 予算額

公営企業及
－－一一一－　　　

5，850，000
土地区画 5．744．〔X〕〔〕

財政収入 整理痢：業費
雑収フ、 2，000 公債費 io8，oa〕

計 5，852．000 5，852，00（］

昭
和
三
十
二
年

度
一
般
会
計

現
計
予
算

歳入

科口 当初予算 第1宍追加額 合計額 比率％

1市税 1ろ5，565，000 1ろ5，565，000 52．2

2順方交付税 ろ1．500，000 ろ1．500，000 12．1

ろμぐ収λ 4．696．000 2．ろ59．500 7．0ろ6．50Q 2．7

4使バj料及び手数料 　　Ff1．850．700

f 「

i，a5o，7oo0．7

5国庫支出金 18．889．600 9，ろ46，000 28．2ろ5．600 10．9

6県安出金 4，ろ9ろ．500 2ろ5．950 4．629．450 1．8

7寄付金 7．501．000 72，600 7，57ろ．60（〕2．9

8繰越金 7．850．000 7．850．〔XニX〕ろ．（〕

9雑収入 1ろ．426．000 1．90＾．ろ5015，ろろ2，ろ505．9

10市借 16，ろ00．000 4．000．000 20，ろ00，oa〕 7．8

歳入合計 241，971，800 17．900，400259，872，200 100％

歳出

科口 当初予算 第1次追加額 合計額 比率％

1調会費 4．220．200 4，220，2〔X〕1．6

2市役所費 ろ9．800．800 ろ9．800．800 15●ろ
ろ警察消防費 10．656．000 1．100．000 11，756，〔X〕04．5

4土木費 ろ8．449．600 9．7ろ6，ろCニX〕48．185．90（〕18．5

5鳶育昔 ろ1．926．200 250．000 ろ2．176．40（〕1Z4
　　　　W－●W砕L会及労働施T没費 　　　　fF21．625．100 6，ろ01．100　　　　－・27．926，200 10．8

7保健衛生費 ア．089．400 7．089．400 2．7

8産業経済費 40，ろ02．700 51ろ．000 40．815．7〔X〕15．7

哨商工諌 19．ろ5ろ．5〔X〕150．000 19．50ろ．5a〕
－－－向逗稿課 　　　　f・1ろ．095．400 　　　　・F1ろ．095．4a〕

○林鴉課 7．85ろ．800 ろ6ろ．000 8，216，800
9財産費 1，00ろ，ろ00 1，00ろ，ろ000．4
10統計調査費 ろ75．000 575．OCX〕 0．2

11選挙費 118．0（〕0 118，00（〕0．1
12公偕昔 ろ1．0ろ4．5CX〕 ろ1．0ろ4．50011．9
1ろ諸支出金 　　　　・●14．520．800 　　　　●●14．520，8〔X〕 5．6
14予備費 850．000 850．000 0．ろ

歳出合計 241．971，800 17，900，400259．872．2〔X〕1〔X〕％

一時借入金月別現在額（毎月宋現在箆）

　　　　月別借入先ろ1年4月5月6月 9月 11月 12月 ろ2年1月 2月 ろ月

大蔵省 4．000 7．000 7，000 2．000 11．000 2．000
郵政省 7．000 1．500 1．50Q ろ．00018．00022．00019．000 4．000 9．00Q
福井銀行 5，00010．00010，00010，000 10．00010．0〔｝010．CX30
信用金庫 15．00010．00015，000 ろ，000ろ，000ろ，0〔｝0 10．000
各地区農協 6，000 5．000 5，000 10．0001ろ．0001ろ．00010．000
1認町村必 1．000 1．000 1．000 1．000 1．00〔〕1．000 4．000 4．000 2．600

計 ろ8，00029，500ろ7．50022，00024，00057．00048，000ろ1，000ろ1．600
ろ0年度同期との比較ろ0，〔X〕0ろ7，150ろ6，65044，00049，50060．50054，50048，00042．500

市債現在高調

用途別 合併前計29年度 ろO年度 ろ1年度 合計

教育債 19．786 ろ．000 16．800 ろ9．586

消防債 700 700

保健衛生債 1．500 ろ．000 1．500 6．000
’＝蝉通土木債 1，ろ｛ニM〕ろ，700 14，900 1ろ．000 ろ2，900

ll・会町93施設費 2，400 500 2，500 2，00Q 7，400

災害復iロ債 2，840 700 ろ，540

合計 28．526 10．900 18．900 ろ1，a〕090．126
（100；（ろ8．21）（66．26）（111．48）（ろ15．94）

人口一人当負担2．040－世帯当負担10，ろ69

32年度一般会計現計予算

（昭和32年7月20日現在）

あ
と
が
き
地
方
自
治
法
第

二
百
四
十
四
条
で
は
毎
年
二

回
以
上
市
の
財
政
状
況
を
住

民
に
公
表
1
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
こ
に
増
頁
を
編
集

い
た
し
ま
し
た
。

N
H
K
夏
季
移
動
相
談
開
く

N
H
K
で
は
勝
山
市
と
共
催
で

地
域
社
会
の
向
上
発
展
の
た
め

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権
威
者
を
招

い
て
納
税
、
貯
蓄
、
青
少
年
間

題
の
相
談
の
ほ
か
、
演
芸
、
音

栞
、
講
演
、
映
画
、
展
示
会
な

ど
を
開
く
こ
と
に
な
り
、
多
数

の
方
の
参
加
を
望
ん
で
い
ま
す

と
き
八
月
十
日
、
十
一
日

と
こ
ろ
勝
山
市
勝
山
中
学
校

黄
色
い
羽
根
募
金
で
愛
の
贈
物

東
南
ア
ジ
ア
の
人
々
に
わ
た
く

し
た
ち
の
ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り

も
の
を
し
玄
し
よ
う
。

一
億
五
千
万
円
で
フ
ィ
y
ツ

ピ
ン
に
は
セ
メ
ン
ト
六
万
袋

ビ
ル
マ
に
は
日
本
の
仏
さ
ま

イ
ン
ド
ネ
ジ
ャ
に
は
医
療
器

械
を
お
く
る
こ
と
に
な
り
玄

し
た
。

植
林
地
の
手
入
を

　

市
の
総
面
積
の
約
七
割
を
占

め
て
い
る
大
野
市
の
山
々
は
戦

前
戦
後
の
乱
伐
の
跡
方
も
追
々

消
え
て
、
年
々
植
林
而
積
の
増

え
て
い
く
事
は
実
に
た
の
も
し

く
感
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
ま
た

市
の
将
来
に
大
き
な
期
待
が
か

け
ら
れ
ま
－
u
。
し
か
L
植
林
は

植
付
け
た
だ
け
で
は
、
そ
の
効

果
を
十
分
得
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
お
忘
れ
な
く
植

樹
後
の
手
人
の
励
行
を
し
て
く

だ
さ
い
。
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